
今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：すいかわり・種飛ばし大会：中央児童館）

● 三春盆踊りのお知らせ／三春秋まつり出演者・出店（展）者募集／２つの給付金のお知らせ／平成 27
　年度後期高齢者医療保険料・介護保険料のお知らせ



2
問い合わせ先　みはる観光協会　   ☎ 62-3690
　　　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960

★
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
・
人
Ｋ
Ｅ

Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん (

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー)

が
や
っ
て
く
る
！

　
８
月
15
日
︵
土
︶
午
後
７
時
～

８
時
﹆
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

前
で
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

雨
天
時
は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
（
午
後
６
時
～
９
時
）

時
間 

午
後
6
時
〜
10
時

場
所 

大
町
お
ま
つ
り
道
路

※※
雨
天
時
は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
（
午
後
６
時
～
９
時
）

雨
天
時
は
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
（
午
後
６
時
～
９
時
）
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踊
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踊
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■ 

思
い
出
ア
ル
バ
ム
（
先
着
50
組
）

　
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
す
。
思
い
出

の
１
枚
を
ぜ
ひ
写
し
ま
し
ょ
う
。
受
付
は
当

日
会
場
で
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
盆
踊
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
子
さ

ん
に
は
﹆
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■ 

浴
衣
無
料
貸
出

　

先
着
で
浴
衣
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。
浴

衣
を
着
て
踊
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

絵
と
う
ろ
う
祭
り

　
「
お
よ
ば
れ
研
究
会
」
に
よ
る
手
作
り
の

絵
と
う
ろ
う
を
並
べ
て
﹆
盆
の
送
り
火
と

す
る
「
絵
と
う
ろ
う
祭
り
」
も
開
催
さ
れ

ま
す
。︵
場
所
：
磐
州
通
り
︶

＊
子
ど
も
太
鼓

　 

午
後
6
時
〜

＊
や
ぐ
ら
甚
句
に
よ
る
踊
り

　 

こ
ど
も
太
鼓
終
了
以
降
〜

　   

午
後
10
時

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
!

三
春
の
夏
の
風
物
詩

交
通
規
制
お
よ
び
駐
車
場
の
お
知
ら
せ

　

盆
踊
り
当
日
は
会
場
周
辺
で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
案
内
標
識

や
係
員
の
指
示
、
誘
導
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は
、
役
場
脇
駐

車
場
と
三
春
小
学
校
校
庭
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

交
通
規
制
時
間

□ 

15
日　

午
後
５
時
～
午
後
11
時

□ 

16
日　

午
後
５
時
～
午
後
11
時

　

ま
た
、
町
営
バ
ス
は
お
ま
つ
り
道
路
等
が
通
行
止
め
に
な
る
た
め
、
中
郷
・

三
春
駅
線
の
夕
方
の
便
お
よ
び
三
春
駅
・
中
妻
・
中
郷
線
は
、
三
春
町
役
場

か
ら
山
中
バ
ス
停
ま
で
通
過
し
ま
せ
ん
。バ
イ
パ
ス
を
通
っ
て
迂
回
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
中
循
環
線
の
夕
方
1
・
2
と
夕
方
3
お
よ
び
三
春
駅
・
町

営
グ
ラ
ン
ド
線
の
夕
方
の
便
は
、
三
春
町
役
場
か
ら
中
央
大
町
バ
ス
停

ま
で
、
桜
川
沿
い
の
道
路
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

︽
町
営
バ
ス
に
関
す
る
問
い
合
せ
先 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
62-

２
１
４
７
︾

PP

P

P

P

（磐州通り）

車
場
と
三
春
小
学
校
校
庭
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



　

三
春
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
三
春
秋
ま
つ
り
」
を
10
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）
に
三

春
町
運
動
公
園
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

三
春
秋
ま
つ
り
は
、
平
成
16
年
に
町
民
の
交
流
推
進
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
産

業
の
振
興
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
、
以
降
毎
年
11
月
上
旬
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
12
回
目
と
な
る
「
三
春
秋
ま
つ
り
」
で
は
、
町
内
の
新
鮮
な
野
菜
や
食
べ
物
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
三
春
町
内
で
採
れ
た
農
産
物
の
品
評
会
、
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
、

歌
謡
シ
ョ
ー
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※ 

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
や
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
演
者
・
出
店
（
展
）
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
団
体
、
個
人
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

「
三
春
秋
ま
つ
り
」
出
演
者
・
出
店
（
展
）
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
31
日
・
11
月
１
日
開
催

▼ 

申
込
・
問　
三
春
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
）

　
☎
62-

３
９
６
０

ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
郷
土
芸
能
、
歌
唱
・

演
奏
、
演
技
、
そ
の
他
各
種
発
表
な
ど

展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

★ 

展
示
コ
ー
ナ
ー

  

企
業
の
業
務
や
製
品
、
農
林
水
産
物
お
よ

び
加
工
品
、
写
真
・
美
術
・
工
芸
作
品
、
各

地
区
の
観
光
案
内
な
ど

★ 

販
売
コ
ー
ナ
ー

　

農
林
水
産
物
お
よ
び
加
工
品
、企
業
製
品
・

商
品
、
飲
食
物
、
美
術
・
工
芸
品
な
ど

▽ 

出
店
料　

１
コ
マ
に
つ
き
２
、５
０
０
円

　

電
源
を
使
用
す
る
場
合
は
別
途
１
、０
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
８
月
31
日
（
月
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

三
春
の
魅
力
を
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
作
品
は
会
場
内
に
展
示
し
ま
す
。

▼ 

募
集
テ
ー
マ　
「
わ
た
し
の
一
押
し
」

▼ 

応
募
規
定　
１
人
３
点
以
内
、
カ
ラ
ー

　

プ
リ
ン
ト
・
四
切
り
サ
イ
ズ
（
ワ
イ
ド
）、

　

縦
横
ど
ち
ら
で
も
可
。

▼ 

応
募
方
法　
応
募
票
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
を
作
品
の
裏
側
の
右
下
に

添
付
し
、
送
付
す
る
。

▼ 

応
募
締
切　
10
月
５
日
（
月
）
必
着

▼ 

申
込
・
問　
三
春
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
）

　

☎
62-

３
９
６
０

☆ 

農
産
物
品
評
会
な
ど
そ
の
他
の
募
集
な

ど
は
、
決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

☆ 

町
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

臨
時
福
祉
給
付
金

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
低
所
得
者

に
対
す
る
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼ 

給
付
対
象
者　
平
成
27
年
度
分
市
町
村

　

民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
方
が

　

対
象
で
す
。（
※ 

住
民
税
に
お
い
て
ど
な

　
た
か
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
や
生
活

　
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場

　
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。）

▼ 

給
付
額　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
千
円

▼ 

申
請
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
請
期
間　
９
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
11
月
30
日（
月
）

▼ 

申
請
手
続

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
（
平
成
27
年
１
月

　

１
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

　

る
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

▽ 

給
付
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に

　

は
８
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

　

で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、保
健
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
へ
提
出
、
ま
た
は
返
信
用
封
筒
で
返

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 
支
給
予
定
日　
10
月
以
降

☆ 
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
給
付
金
の
支

給
な
ど
の
各
種
手
続
の
た
め
に
、
手
数
料
の

振
込
み
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
給
付
金
を
口
実

と
し
た
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
子
育
て
世
帯

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

▼ 

給
付
対
象
者　
基
準
日
（
平
成
27
年
５

　

月
31
日
）
に
お
け
る
平
成
27
年
６
月
分
の

　

児
童
手
当
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
前

　

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
に
満

　

た
な
い
方
に
な
り
ま
す
。

▼ 

給
付
額　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

▼ 

申
請
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

た
だ
し
、
平
成
27
年
６
月
１
日
以
降
に

　

転
入
さ
れ
た
方
は
、
基
準
日
（
平
成
27
年

　

５
月
31
日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ

　

て
い
る
市
町
村
に
な
り
ま
す
。

▼ 

申
請
手
続

▽ 

児
童
手
当
の
現
況
届
の
用
紙
に
当
該
給

　

付
金
の
申
請
欄
を
設
け
た
申
請
書
を
６
月

　

中
旬
に
該
当
す
る
対
象
者
（
世
帯
）
に
送

　

付
し
ま
し
た
の
で
、
ま
だ
申
請
が
済
ん
で

　

い
な
い
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

　

お
、
申
請
書
を
破
損
ま
た
は
紛
失
さ
れ
た

　

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

公
務
員
は
、
案
内
文
書
等
を
送
付
し
て

　

い
ま
せ
ん
の
で
、
勤
務
先
の
児
童
手
当
支

　

給
担
当
部
署
等
か
ら
申
請
書
様
式
を
受
理

　

し
、
公
務
員
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
を

　

受
け
て
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

支
給
予
定
日　
10
月
以
降

申請・問い合わせ先　保健センター　☎ 62-3166
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平成 27 年度介護保険料
　介護保険料を納付書または口座振替で納付する方には既に７月中に納入通知書をお送りしております。年金から引き
落としになる方には、８月中旬に特別徴収開始通知書をお送りします。通知書に記載されている金額等をご確認ください。

◆ 保険料段階

　納めていただく保険料は、後期高齢者医療保険事業、三春町の介護保険事業を運営するために必要な
大切な財源です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

▼ 介護保険料の額（平成 27 年度～ 29 年度）

◇ 年金からの引き落としによる納付（特別徴収）
　 年金からの引き落としの対象となる方には、８月中旬に「特別徴収開始通知書」を送付します。
　 ※７月中旬に納入通知書が届き、８月中旬に特別徴収開始通知書が届いた方は７月・８月・９月分は納付
　　  書または口座振替による納付となり、10 月・12 月・２月は年金からの引き落としによる納付となります。
◇ 納付書または口座振替による納付（普通徴収）
　 年金からの引き落とし以外の場合は、納付書または口座振替による納付となります。
　 介護保険料を納付書または口座振替で納付する方には７月中旬に納入通知書をお送りしています。

◆ 介護保険料の納付方法

※ ８月・９月分は納付書または口座振替による納付となり、10 月・12 月・2 月は年金からの引き落としに
よる納付となります。

※ 来年度は、４月・６月・８月年金からも引き落としされますが、保険料確定前のため、仮徴収として２月
年金からの引き落とし額と同額になります。このため２月年金からの引き落とし額が０円の場合、仮徴収
は実施されませんので、８月・９月に納付書または口座振替をお願いすることになります。

※ 年金からの引き落としを口座振替に変更する場合は、「口座振替依頼書」および「納付方法変更申出書」を
提出してください。（切り替わるまでに２か月から４か月かかります。）

◇ 納付書または口座振替による納付（普通徴収）
年金からの引き落とし以外の場合は、納付書または口座振替による納付となります。

① 納付書・・・東邦銀行・JA たむら・郡山信用金庫・コンビニエンスストアまたは三春町役場で納付
してください。
※ 郵便局では使用できませんのでご注意ください。

② 口座振替・・・被保険者が指定した口座から引き落としします。
※ 東邦銀行・JA たむら・郡山信用金庫・ゆうちょ銀行のいずれかの口座で振替できます。
※ 国保税で口座振替を利用していても、後期高齢者医療保険料の口座振替をしていない場合は、改

めて口座振替の手続きが必要です。

　各個人ごとの保険料の額は、住民税の課税状況や所得金額により、次の表のとおり９段階に分かれています。

生活保護受給者。老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税

所得段階

第１段階

第２段階

保 険 料
（年額）

対象となる方

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が120万円を超える

世帯全員が
住民税非課税本人が

住民税非課税第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

合計所得金額が120万円未満

合計所得金額が120万円以上 190万円未満

合計所得金額が190万円以上 290万円未満

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円以下

本人年金収入と合計所得金額の合計が80万円を超える
住民税課税世帯

本人が

住民税課税

円

合計所得金額が290万円以上

円

円

円

円

円

円

円

27,500

45,800

45,800

55,000

61,100

73,300

79,400

91,700

103,900円

4



問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127

平成 27 年度後期高齢者医療保険料

年間保険料 ＝ 均等割額４1,700 円＋ 所得割額（平成 26 年中の所得－基礎控除 33 万円）×8.19％
　※後期高齢者医療保険料の計算に用いる所得は、前年の総所得金額及び山林所得金額並びに株式・長期（短期）
　　譲渡所得金額等の合計から基礎控除額 33 万円を控除した額です。ただし、雑損失の繰越控除額は控除しま
　　せん。（以下「総所得金額等」といいます。）

　被保険者の方に負担していただく後期高齢者医療保険料は、医療費の動向を踏まえ、２年ごとに見直しを行
うこととなっており、平成 27 年度は下記のとおりです。

◆ 後期高齢者医療保険料の納付方法

　平成 27 年度においても、引き続き次の軽減措置が適用されます。
◇ 均等割額の軽減（年金所得は、15 万円を特別控除した後の所得で軽減判定します）

◆ 後期高齢者医療保険料の軽減

◆ 後期高齢者医療保険料

◆ 保険料の計算方法

※保険料限度額は
　年額 57 万円です。

◇ 所得割額の軽減

◇ 被用者保険の被扶養者に対する軽減

◇ 年金からの引き落としによる納付（特別徴収）
　 年金からの引き落としの対象となる方には「特別徴収開始通知書」を送付します。
　 なお、納入通知書が同封されている場合は、年金からの引き落とし分とは別に同封の納付書または
　 口座振替により納めていただく分がありますので、ご確認ください。

＜例＞ 今年の 10 月年金から引き落としが開始される場合

納付期間外

4月 7月6月5月
１期納付 ２期納付
納付書または口座振替

10月年金特徴 12月年金特徴 2月年金特徴
年金からの引き落とし

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

均等割額（被保険者一人あたりの年額）
所得割率（被保険者の所得に対する年税率）

平成26年度〜平成27年度保険料率

41,700円
8.19％

区　分

軽　減　区　分

①

②

③

④

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計が３３万円以下で、
被保険者全員が、年金収入８０万円以下（その他の所得なし）

被保険者と世帯主の総所得金額等の合計が３３万円以下
（本来７割軽減ですが、当分の間8.5割に拡大されています）

被保険者と世帯主の総所得金額等が
「３３万円＋２６万円×被保険者数」以下

被保険者と世帯主の総所得金額等が
「３３万円＋４７万円×被保険者数」以下

軽減割合 軽減後の額

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

4,100円

6,200円

20,800円

33,300円

軽　減　区　分
総所得金額等から３３万円を控除した金額が５８万円以下の場合
（年金収入のみは、年間１５３万円以上２１１万円以下の方）

軽減割合 軽減後の額

５割軽減 所得割額の半額

軽　減　区　分
後期高齢者医療制度に加入する直前まで、「会社の健康保険
や共済組合（国保、国保組合除く）の被扶養者」であった方

軽減割合 軽減後の額
均等割　９割軽減
所得割　なし

4,100円
　　０円
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飛
田
ユ
キ
さ
ん
（
実
沢
）　

　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
印
を
つ
け

心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
脳

ト
レ
や
折
り
紙
な
ど
皆
と
一

緒
で
楽
し
い
で
す
。

に
こ
に
こ
元
気
塾
通
信

　
　
　
　
　
　
　
沢
石
地
区
の
紹
介

※ ８月 13 日（木）、14 日（金）はお盆のため休みです。

▼ 

申
込
・
問　
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

62-

３
９
５
０

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
は
、
町
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
お
元
気
な
方
が
各
地
区
に
集
ま
り
、
健
康
維
持

の
た
め
、
専
門
の
先
生
に
よ
る
運
動
や
口
腔
、
栄

養
指
導
を
午
前
10
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
沢
石
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
登
録

者
は
30
名
で
、
そ
の
う
ち
４
名
が
男
性
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
、
沢
石
の
活
動
時
間
は

昼
食
ま
で
で
す
。
午
後
は
仕
事
が
で
き
る
と
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
お
電
話
で
も
受

付
て
い
ま
す
。見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

き
の
こ
栽
培
見
学

の
よ
う
す
︵
下
︶

三
春
浄
水
場
見
学

の
よ
う
す
︵
左
︶

伊
藤
敏
子
さ
ん
（
実
沢
）

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
の

が
魅
力
で
す
。
運
動
を
す
る

と
体
も
心
も
軽
く
な
り
﹆
嬉

し
く
な
り
ま
す
。

佐
久
間
サ
チ
子
さ
ん
（
富
沢
）

　
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て
運

動
や
オ
シ
ャ
ベ
リ
が
出
来
て

最
高
で
す
。
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

本
多
喜
恵
子
さ
ん
（
実
沢
）

　
体
調
が
よ
く
な
り
前
向
き

に
な
り
ま
し
た
。
歯
み
が
き

や
入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法
も

実
践
し
て
い
ま
す
。

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 ８月開催日
3日・10日・24日・31日

4日・11日・18日・25日

5日・12日・19日・26日

6日・20日・27日

7日・21日・28日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

▼ 

問　
「
三
春
交
流
館
」
ま
ほ
ら 

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

◆ 

応
急
手
当
講
習
会
を
開
催
！

◆ 

避
難
訓
練
実
施
！

◆ 

願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
！

　

夏
休
み
の
活
動
に
む
け
て
見
守
り
や
支
援

を
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
安
全
管
理
員
・

活
動
指
導
員
・
放
課
後
児
童
支
援
員
ら
を
対
象

に
本
田
友
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
応
急
手
当

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

軽
微
な
怪
我
の
対
処
法

や
感
染
症
の
初
期
症
状
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
過
ご

せ
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き

ま
す
。

　

遊
ん
で
い
る
最
中
の
地
震
発
生
を
想
定

し
、
各
教
室
で
そ
れ
ぞ
れ
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

校
長
先
生
や
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

推
進
委
員
の
立
会
い
の
も
と
子
ど
も
た
ち
は

真
剣
に
参
加
し
、
指
導
員
・
放
課
後
児
童
支

援
員
ら
が
子
ど
も
た
ち
を
誘
導
し
ま
し
た
。

　

約
束
事
な
ど
を
ま
ほ
ら
っ
こ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
説
明
し
、
校
長
先
生
か
ら
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

短
冊
に
思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
て
折
り

紙
や
彩
り
テ
ー
プ
で
七
夕
飾
り
を
作
り
、
各

教
室
で
き
れ
い
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

　

中
妻
教
室
は
、
笹
の
葉
に
、
岩
江
教
室
ほ

か
今
年
初
め
て
野
菜
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
、
天

の
川
に
見
立
て
て
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

毎
日
、
指
導
員
さ
ん
た
ち
と
作
っ
た
飾
り

は
、
み
ん
な
の
笑
顔
の
中
で
輝
い
て
い
ま
し

た
。

講習会のようす

中妻教室のようす

沢石教室のようす

中郷教室のようす

野菜ネットの天の川
中郷教室七夕飾り

中妻教室のようす岩江教室のようす
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▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

　

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
教
育
を
受
け
た
三
春
町
の
主
婦
の
方
々
12
名
が
、
食
改
さ
ん
（
食

生
活
改
善
推
進
員
）
と
し
て
、
毎
月
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
食
改
さ
ん
手
作
り
の

「
簡
単
・
お
い
し
い
」
お
や
つ
を
１
家
族

１
０
０
円
で
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
来
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
レ
シ
ピ
も
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

親子での参加をお待ちしています♪

8月28日（金）11：00
9月25日（金）11：00

おやつやさんのようす

食改さんの皆さん

問い合わせ先　企業局　下水道グループ　☎ 62-25007

vol.1

し
ょ
く

   

か
い

通
信

合併処理浄化槽のしくみ

　日常生活で発生する汚水は、まず一次
処理槽に入ります。ここでは、汚水中の
固形物がプラスチック製のろ材に引っか
かり、大部分が取り除かれます。ろ材の
表面に付いた嫌気性微生物（酸素のない
ところで働く微生物）が有機物を食べて
分解します。油を流しすぎるとろ材など
へ油が付着し、処理機能を低下させます。

　一次処理槽で処理した汚水を、さらにきれい
な水にします。好気性微生物（酸素があるとこ
ろで働く微生物）が、ブロワーから送られる空
気の力を借りて有機物を分解しています。
そのため、ブロワー
が故障・停止する
と微生物の働きが
弱くなり、悪臭が
発生します。

　浄化した処理水に含
まれる固形物を沈殿さ
せ、きれいな上澄み水
を消毒し放流します。

　日常生活で発生する汚水は、まず一次
① 一次処理槽（嫌気ろ床槽）

　一次処理槽で処理した汚水を、さらにきれい
② 二次処理槽（好気ろ床槽）

　浄化した処理水に含
③ 沈殿槽・消毒槽

アンモニア
硫化水素

炭酸ガス

悪臭

メタン

食べるスピードがおそい

嫌気性微生物

炭酸ガスと水
無臭

食べるスピードがはやい

無臭

好気性微生物

ろ材

　これからの下水道事業の主役「合併処理浄化槽」の仕組みに
ついてご紹介します。合併処理浄化槽へ流入した尿や生活雑排
水をきれいな水へ変えるには、微生物の働きが大きな役割を担っ
ています。微生物は有機物（汚物）を分解・浄化し、水をきれ
いにします。合併処理浄化槽の機能を最大限に発揮するには、
微生物が働ける条件を整えることが重要となります。



● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

平成27年
7月7日

平成27年
6月9日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
岩江中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.11
0.10
0.09
0.11
0.10
0.12
0.09
0.09
0.12
0.11
0.13
0.11
0.13
0.11
0.12

（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.08）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.07）

0.11
0.10
0.09
0.12
0.10
0.11
0.08
0.10
0.12
0.12
0.12
0.11
0.12
0.10
0.12

（0.08）
（0.08）
（0.08）
（0.09）
（0.08）
（0.07）
（0.09）
（0.10）
（0.11）
（0.07）
（0.06）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.07）

◆ 中妻地区仮置き場

● 仮置き場の空間線量測定値

◆ 北部三地区仮置き場

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。

　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮置き場
における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮
置き場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

平成27年
7月9日

平成27年
6月11日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.27
0.14
0.21
0.13
0.12
0.12
0.17 
0.15
0.16 
0.14 
0.15
0.20 
0.13
0.12 
0.30
0.30
0.27 

0.28
0.14
0.21
0.15
0.12
0.12
0.17 
0.16
0.16 
0.14 
0.16
0.20 
0.13
0.12 
0.31 
0.30
0.28 

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ ☎ 62-6310
○ 主な施設
　除染対策課 ☎ 62-1122
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ ☎ 62-2113

◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

● 問い合わせ先　
　除染対策課 ☎ 62-1122

1cm高
0.11
0.12
0.10
0.11
0.17
0.13
0.10
0.13
0.13
0.14

遊具砂場
1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担橋公園
河原公園
田畑公園
中央公園
一本松公園
城山公園
庚申坂公園
番組公園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設 7月6日

0.11
0.14
0.11
0.13
0.24
0.13
0.10
0.13
0.10
0.22

0.13
0.19
-
0.09
0.16
-
0.09
0.11
0.11
-

①
0.11
0.11
0.11
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.13
0.11
0.12

0.11
0.09
0.13
0.11

0.10
0.11
0.14
0.12

0.11
0.11
0.13
0.11

0.12
0.11
0.14
0.11

0.10
0.09
0.08
0.08

6月  3日
6月10日
6月17日
6月24日

測定日／測定点 ①
0.23
0.21
0.20
0.19

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.19
0.16
0.16
0.17

0.19
0.19
0.17
0.19

0.15
0.15
0.14
0.14

0.12
0.13
0.13
0.11

0.12
0.12
0.10
0.10

0.13
0.13
0.13
0.13

6月  3日
6月10日
6月17日
6月24日

測定日／測定点 ①
0.11
0.11
0.10
0.11

② ③ ④
0.15
0.13
0.13
0.13

0.10
0.10
0.10
0.11

0.17
0.16
0.15
0.14

6月  3日
6月10日
6月17日
6月24日

測定日／測定点

①
0.12
0.12
0.12
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.12
0.14
0.12

0.13
0.12
0.13
0.13

0.09
0.12
0.10
0.11

0.07
0.07
0.08
0.07

0.10
0.10
0.10
0.13

0.10
0.11
0.11
0.11

6月  6日
6月13日
6月20日
6月27日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場

①
0.09
0.08
0.09
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.11
0.11
0.10

0.11
0.10
0.12
0.09

0.15
0.14
0.16
0.14

0.15
0.16
0.17
0.15

0.08
0.09
0.09
0.08

0.12
0.12
0.14
0.13

6月  3日
6月10日
6月17日
6月24日

測定日／測定点

 環境放射線量測定値をお知らせします
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① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　※一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日から )

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成 27 年４月１日～平成 27 年 6 月 30 日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類、穀類、果実、加工食品はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ 山菜、きのこ類で基準値を超えるものが多く、特に原木シイタケでは６割以上のものが、山菜のコシアブラでは

８割以上のものが基準値を超えています。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは接食を控えるようにしましょう。
▶ 問　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

100ベクレル
を超えたもの

最大値
（ベクレル／kg)

キャベツ、キュウリ、ジャガイモ、タマネギ、大根、ナ
ス、ピーマン、ブロッコリーなど

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル

以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

合計

469

46

226

19

1

31

18

7

817

469

46

210

9

1

31

18

7

791

0

0

16

10

0

0

0

0

26

35
（あさつき）

検出限界値
20ベクレル未満
2328

（コシアブラ）
508

（原木シイタケ）
検出限界値
20ベクレル未満

26
（ビワ）
検出限界値
20ベクレル未満

28
（ツメキセルガイ）

インゲン、大豆、さやえんどうなど

ウド、タケノコ、タラの芽、ワラビ、コシアブラなど

シイタケ、きくらげなど

もち米

梅、ブルーベリー、ビワなど

梅干し、しその実漬け、凍み大根など

オカヒジキ、桑の葉、蜂蜜など
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地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
元
消
費
の
拡
大
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し
た
三
春
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
プ
レ
ミ
ア
ム
20
」
は
、

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

商
品
券
を
利
用
で
き
る
店
舗
は
、
７
月
下
旬

の
新
聞
折
込
や
商
品
券
購
入
時
に
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、利
用
で
き
る
店
舗
に
は
、

の
ぼ
り
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
目
印
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、
町
と

商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

～
の
ぼ
り
旗
と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
～

三
春
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
「
プ

レ
ミ
ア
ム
20
」
利
用
店
舗
の
お
知
ら
せ

▼ 

問　
三
春
町
商
工
会

　
　
　

 

☎
62-

３
５
２
３

　
　
　

 

産
業
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

 

☎
62-

３
９
６
０

利用店舗に掲示されているのぼり旗とステッカー



う
ん
！

へ
え
～

マイナンバー制度に

関するお問い合わせは
平日 9 時 30 分～ 17 時 30 分（土日祝日・年末年始を除く）
※一部 IP 電話等上記ダイヤルに繋がらない場合は 050-3816-9405 におかけ
ください。※ナビダイヤルは通話料がかかります。※外国語対応（英語）は
0570-20-0291 におかけください。

問い合わせ　総務課企画情報グループ　☎ 62-8125

0570-20-0178
マ　イ　ナンバー

(全国共通ナビダイヤル )

マイナンバー制度についてのお知らせ　vol.4

　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）は、国民一人ひとりに 12 桁の番号を付番し、国民の利便性向上や
行政の効率化を図るための制度です。一生使う番号ですので大切にしてください。

マイナンバーは自由に使っていいの？個人情報の管理は安全なの？ の巻マイナちゃん

カードが配布されるの？使い道は？　の巻次回予告

個
人
情
報
を
守
る
た
め

に
色
々
な
工
夫
が
さ
れ

る
ん
だ
ね
。

他
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
不
正
に
入

手
し
た
り
、
他
人

に
不
当
に
提
供
し

た
り
す
る
と
処
罰

の
対
象
だ
よ
？

法
律
に
規
定
が
あ

る
も
の
以
外
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
個
人
情
報
収
集

保
管
の
禁
止
。

適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
、
第
三

者
機
関
が
監
視
・

監
督
を
行
う
よ
。

罰
則
も
従
来
よ
り

重
く
な
る
よ
。

シ
ス
テ
ム
面
で
は

分
散
管
理
を
し
た

りア
ク
セ
ス
す
る
人

を
制
限
し
た
り
、

行
政
機
関
間
の
通

信
も
暗
号
化
し
て

行
う
よ
。

平
成
29
年
1
月
頃

か
ら
、
自
分
の
個

人
情
報
を
、
い
つ
、

誰
が
、
な
ぜ
提
供

し
た
の
か
等
確
認

で
き
る
サ
ー
ビ
ス

（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
）
が
稼
働
予
定

な
の
。
シ
ス
テ
ム

の
詳
細
は
検
討
中

だ
よ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
手
続

で
、
行
政
機
関
等

に
提
供
す
る
の
。

安
心
安
全
に
利
用

す
る
た
め
に
も
、

む
や
み
に
他
人
に

提
供
し
な
い
で
ね
。

個
人
情
報
は
、﹁
制

度
﹂
と
﹁
シ
ス
テ
ム
﹂

の
二
つ
の
面
か
ら
守

ら
れ
る
よ
。

こ
れ
あ
げ
る
か
ら
、

個
人
番
号
カ
ー
ド

貸
し
て
よ
。

あ
な
た
は
誰
？

こまりん

悪

悪

○○証券

○
○
銀
行

A B

マイナちゃん

う
ん
！

う
ん
！

ま
た
教
え

て
ね
！
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COMING SOON!

　平成 28 年度にオープンする交流棟の中に整備する展示室について紹介します。
交流棟展示室では、放射線や再生可能エネルギーなどをテーマとし、自ら考え、判断し、行動できる力を育んでい
ただくことを目的とした様々な展示を展開します。（以下の展示関係のパース図は、いずれも完成イメージです。）

　原子力に依存しない社会を目指す福島。そのた
めにはどんなことが必要なのか。「自分ができるこ
と」や「みんなでできること」に気づき、未来の
福島の環境創造への想いを作り上げます。

　直径 12.8m の球体の内側
すべてがスクリーンになっ
ており、球体の中から 360°
全方位に映し出される映像
を観覧することで、独特の
浮遊感、没入感を味わうこ
とができます。

　「放射線って何？どんなものなの？」、「なんで
危ないの？放射線から身を守るにはどうすれば
いいの？」などの疑問に、体験型の展示で生活
目線からお答えします。

左から研究棟、本館、交流棟です。
本館は平成 27 年 10 月にオープンします。

環境創造ラボ

環境創造シアター放射線ラボ

環境創造センター建設状況（H27.7.2 現在）

問い合わせ先　福島県　環境創造センター整備推進室　☎ 024-521-8516
　　　　　　　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147

　2011 年 3 月 11 日に起きた大地震とそれに伴
う大津波。それらにより起こった原子力発電所
の事故で、私たちの生活は一変しました。フロ
ム 3.11 スクエアでは原発事故から現在までの福
島の歩みを伝えます。

フロム 3.11 スクエア

完成イメージ



問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　教育委員会では、「ノーディスプレイ運動」を 4 年前から展開しております。町内の幼・小・中学校へ
も取り組みの協力を依頼しています。理由は、「ディスプレイ（テレビやゲーム機等の画面）が子どもたち
の脳を疲れさせ、発達を阻害」するからです。特に、「心の働きの重要な役割を果たす前頭葉の成長が阻害
される」といわれています。そのために、「相手の気持ちをうまく理解できない子ども」に成長し、「情緒
不安定」や「不眠」等に悩まされるということです。三春町の児童生徒がこころ豊かな、素敵な大人に成
長していくために、家族、地域をあげて「ノーディスプレイ運動」推進にご協力をお願いします。
　また、現在、ネットトラブルに巻き込まれる子どもたちもいます。町内でも自分用の携帯電話やスマートホン、パソコン、
タブレットを所持する子どもたちがいます。子どもたちがネットトラブルに巻き込まれないためには、大人のチェックと
適切なルール作りが必要です。この点についても、家族の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

● 今年度も「ノーディスプレイ運動」推進中です！

　

御
木
沢
小
学
校
は
「
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
未
来
を
ひ
ら
く
児
童
の
育

成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
創
意
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

御
木
沢
小
の
一
日
は
始
業
前
の
マ
ラ
ソ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
校
庭

や
舗
装
路
を
走
り
、
頑
張
り
カ
ー
ド
に
記
録
し
ま
す
。
体
力
を
高
め
る
た

め
に
は
、
毎
日
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
大
切
な
の
で
す
。

　

４
月
、「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」
で
は
、
６
年
生
が
学
校
行
事
を
寸
劇

で
紹
介
し
た
後
、
全
校
生
に
よ
る
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
等
で
楽
し

み
ま
し
た
。
企
画
運
営
は
全
て
６
年
生
が
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
５
年
生
の
田
植
え
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
５
年
は
６
名
と
少

な
い
た
め
、
区
長
さ
ん
方
や
祖
父
母
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

き
れ
い
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
連
合
運
動
会
は
雨
に
な
り
、
体
育
館
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
体
育
館
な
ら
で
は
の
迫
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
、
観
客
と
演
技
者
の
一
体

感
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
地
区
の
方
々
に
は
、
競
技
だ
け
で
な
く

係
と
し
て
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
下
旬
、
１
～
４
年
生
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
の
ご

指
導
で
、
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
苗
は
地
域
の
方

か
ら
の
提
供
で
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
栽
培
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
学
校
行
事
は
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
校
と
し
て
、
そ
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
精
一
杯
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

御
木
沢
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

三
春
中
学
校
は
教
科
教
室
型
の
学
校
運
営
方
式
を
採
用
し
て
い
る
た

め
、
教
科
独
自
の
学
習
環
境
を
整
え
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
「
学
び
」

を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

６
月
10
日
、３
年
生
社
会
科
の
一
環
と
し
て
、講
師
の
先
生
を
招
き
「
戦

争
体
験
の
講
話
」
を
行
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
ま
れ
、

小
学
校
１
年
生
の
時
に
突
然
戦
争
が
始
ま
り
、
軍
用
の
飛
行
場
を
作
っ

て
い
た
と
か
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
飢
え
や
病
気
と
闘
っ
た
な
ど
の
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
戦
争
の
体
験
談
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
の
な
い
生
徒

た
ち
は
食
い
入
る
よ
う
に
講
師
の
先
生
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
戦
争
の
怖
さ
よ
り
、
生
き
る
た
め
に

は
人
と
の
信
頼
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。」、「
家
か
ら
光
を
だ
し
て
し
ま
う
と
攻
撃
さ
れ
て
し

ま
う
な
ど
、
と
て
も
苦
し
い
生
活
環
境
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
実
際
に
体
験
さ
れ
た
話
な
の
で
、
教
科
書
で
読
ん
だ
内
容
よ

り
も
気
持
ち
が
伝
わ
り
や
す
く
、
イ
メ
ー
ジ
も
で
き
ま
し
た
。」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
全
員
が
授
業
を
受
け
て
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
感
想
文
を

講
師
の
先
生
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、次
の
よ
う
な
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○ 

皆
さ
ん
の
感
想
文
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
戦
争
、
平
和
に
つ
い
て

　
真
剣
に
考
え
、
自
分
の
生
き
方
の
羅
針
盤
に
し
よ
う
と
す
る
姿
が
読
み

　
取
れ
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
々
自
分
が
書
い
た
感
想
を
思

　
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
が

　
あ
っ
た
ら
最
高
の
再
会
で
す
ね
。
皆

　
さ
ん
か
ら
の
感
想
文
は
私
の
宝
物
に

　
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　
ま
し
た
。

　

社
会
科
の
授
業
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

講
師
の
先
生
と
の
「
心
の
触
れ
合
い
」

と
、
一
人
ひ
と
り
が
戦
争
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
深
め
た
学
習
で
し
た
。

三
春
中
学
校
編

※ 今月の「教育トピックス～我が校の教育 ＮＯＷ～」は「御木沢小学校」と「三春中学校」の２校を掲載します。

▼ 

御
木
沢
小
の
よ
う
す

戦争体験の講話のようす
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町立三春病院News町立三春病院News

 ６月９日～７月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

（
三
春
町
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　
福
島
県
信
用
組
合
協
会
（
会
津
商

工
信
用
組
合
／
い
わ
き
信
用
組
合
／

相
双
五
城
信
用
組
合
／
福
島
県
商
工

信
用
組
合
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

く
す
り
の
朝
日
屋
（
八
幡
町
）
／

沢
石
む
つ
み
会
女
性
部
（
沢
石
）
／

増
子
忠
一
（
山
田
）
／
嘉
斉
正
（
下

舞
木
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り

の
会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
沢
石
な
か

よ
し
会
／
沢
石
た
ち
ば
な
会
／
鳳
フ
レ

ン
ド
舞
踏
会
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／

村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／
齋
藤
キ
ミ
子

（
大
町
）
／
橋
本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／

橋
本
ア
イ
子
（
雁
木
田
）
／
山
下
洋
子

（
小
浜
海
道
）
／
橋
本
光
子
（
御
免
町
）

／
國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）
／
宍
戸
キ
ミ

子
（
下
舞
木
）
／
渡
辺
芳
雄
（
馬
場
）

／
宗
像
文
子
（
船
引
町
）
／
石
塚
ハ
ツ

ヨ
（
荒
町
）
齋
藤
雅
彦
（
郡
山
市
）

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

献血の日（８月21日）
　1964 年（昭和 39 年）８月 21 日、日本政府は輸血用の血液を献血により確保する体制を確立す
ると閣議決定しました。このことから、毎年８月 21 日は『献血の日』とされています。（日本赤十
字社制定）
　昭和 39 年当時はまだ売血が盛んであり、わずか２％しかなかった献血由来の輸血用血液が、その
後 10 年で国内自給率 100％を達成しました。その背景には、学生などを中心とした全国的な働きか
けがあったからと考えられています。

★ さくら湖マラソン救護ブース参加（６月 14 日）

　６月 14 日に開催された「第 18 回さくら湖マラソン」において、三春病院が救護ブースを担当しました。参加
者の皆さんは、走る前や後に健康チェックを受け、職員から健康に関してのアドバイスを思い思いに聞いている姿
が印象的でした。当日は、朝から雨が降ってあいにくの天気となりましたが、参加者がスタートする頃には雨も上
がって、じりじりと蒸し暑い中での大会となりました。
　救護ブースには、「足を滑らせて転んだ」「暑さでのぼせてしまった」といった参加者が訪れ、手当てを受けてい
ましたが、大きな事故もなく、無事に大会を終えることができました。
　また、マラソン大会には星総合病院関連施設の職員が 5 名参加し、全員完走しました。

救護ブースのようす

★ 七夕飾り制作

　七夕（たなばた）は日本の伝統的なお祭りで、五節句 ( 重要な年中行事を行う季節の
変わり目 ) のひとつであることから、「笹の節句」とも呼ばれて親しまれてきました。
　毎年７月７日の夜に願い事を書いた短冊や飾りを笹の葉につるし、星にお祈りをする、
という習慣が今でも残っています。
　三春病院の病棟にも、入院患者さんが病棟活動で作った織姫と彦星を描いた貼り絵、
七夕飾りや色とりどりの短冊が笹の枝に飾られました。

救護ブース担当職員
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◆ 

避
難
訓
練
実
施

　

６
月
30
日
、
全
校
生
徒
と
教
職
員
が
参
加

し
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合
田
村
消
防
署
三

春
分
署
よ
り
４
名
の
消
防
署
員
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
比
べ
て
昇
降
口
で
の
混
乱
も
な

く
、
避
難
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
訓
練
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
署
員
の
方
か
ら
は
消
火
に

当
た
る
際
の
心
得
を
具
体
的
に
教
え
て
い
た

だ
き
、大
変
有
意
義
な
内
容
で
し
た
。
最
後
に
、

３
年
生
の
各
ク
ラ
ス
代
表
生
徒
に
よ
る
水
消

火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
・
教
職
員
と
も
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

緊
急
避
難
時
に
お
け
る
適
切
な
行
動
と
安
全

か
つ
敏
速
な
避
難
方
法
を
確
認
す
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　

６
月
４
日
、
地
元
の
大
学
や
短
大
、
近

県
の
専
門
学
校
、
医
療
系
・
看
護
学
校
な

ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
３
年
生
を
対
象

に
、
50
数
校
の
担
当
者
と
直
接
面
談
を
す

る
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
に
分

か
れ
て
直
接
担
当
者
か
ら
来
年
度
の
入
試

の
内
容
や
対
策
、
学
費
な
ど
の
説
明
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
進
路
実
現
に
向
け
て
一

歩
具
体
的
に
踏
み
出
す
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
間
帯
に
公
務
員
の
受
験
対

策
や
就
職
者
の
面
接
指
導
も
あ
り
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆ 

平
成
27
年
度
東
北
高
等
学
校

　
総
合
体
育
大
会
結
果

● 

陸
上
競
技

○ 

男
子
８
０
０
m
２
位　

鈴
木
顕
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
小
原
田
）

○ 

女
子
１
５
０
０
m
３
位
、
８
０
０
m

　

４
位　

坂
内
美
月
（
２
年
若
松
一
）

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

 

男
子
ベ
ス
ト
８

● 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

○ 

男
子
団
体
３
位

○ 

男
子
50
㎏
１
位　

遠
藤
敦
也
（
３
年
桜
）

○ 

男
子
１
０
５
㎏
１
位　

青
木
智
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
都
路
）

○ 

女
子
53
㎏
３
位　

只
野
玲
那
（
２
年
三
春
）

● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

○ 

男
子
個
人
６
位　

濱
尾
幸
輝（
３
年
行
健
）

● 

ボ
ー
ト

○ 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
３
位　

石
塚
慎
之

　

助
（
２
年
行
健
）、
齋
藤
諒
（
３
年
三
春
）

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

○ 

女
子
団
体
２
位

○ 

女
子
個
人
ベ
ス
ト
８　

佐
藤
姫
尚
（
２
年

　

二
本
松
一
）、
氏
家
日
菜
（
２
年
西
郷
二
）

● 

柔
道

○ 

男
子
団
体
２
位

○ 

個
人
60
㎏
２
位　

三
瓶
晃
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
喜
多
方
三
）

○ 

個
人
66
㎏
２
位　

島
貫
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
年
喜
多
方
三
）

○ 

個
人
66
㎏
３
位　

佐
藤
竣
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
喜
多
方
三
）

○ 

個
人
73
㎏
３
位　

相
浦
佳
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
喜
多
方
三
）

○ 

個
人
１
０
０
㎏ 

超
３
位　

谷
優
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
年
喜
多
方
三
）

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

進路ガイダンスのようす

◆ 

『
い
の
ち
の
大
切
さ
を
み
つ
め
て
』

　
１・２
学
年
性
教
育
講
演
会

　

６
月
４
日
、
１
・
２
年
生
を
対
象
に
し

◆ 

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教

　
室
開
催

　

６
月
11
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
北
支
社
か

ら
清
野
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
１

学
年
生
徒
を
対
象
に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の

安
全
な
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
の
上
手
な
使
い
方
と
し
て
、
ネ
ッ

ト
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
、
困
っ
た
時
に

は
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
、
以
上
の
４
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
な
り
、
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
た

ば
か
り
の
１
年
生
に
と
っ
て
、
非
常
に
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

スマホ・ケータイ安全教室のようす

て
性
教
育
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
井
産
婦
人
科
医
院
長
桜
井
秀
さ
ん
を

お
迎
え
し
、「
性
を
学
ん
で
い
の
ち
生
き

い
き
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
上
で
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
性
」
に
つ

い
て
真
剣
な
語
り
口
で
話
し
て
い
た
だ
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

写
真
や
ス
ラ
イ
ド
も
わ
か
り
や
す
く
、

あ
ら
た
め
て
生
徒
も
自
分
の
命
の
尊
さ
と

親
へ
感
謝
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

消火の心得を説明する消防署員
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第
65
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　

  

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

新
た
な
名
物
で
観
光
誘
客 

「
さ
く
ら
湖
ダ
ム
カ
レ
ー
」
誕
生

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

三
春
ダ
ム
（
さ
く
ら
湖
）
を
模
し
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
「
さ
く
ら
湖
ダ
ム
カ
レ
ー
」
が
誕
生
し
、

７
月
中
旬
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
く
ら

湖
ダ
ム
カ
レ
ー
は
、
三
春
ダ
ム
管
理
所
か
ら
の

提
案
を
受
け
た
飲
食
店
組
合
の
有
志
の
皆
さ
ん

が
新
た
な
名
物
で
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
よ
う
と

開
発
し
た
も
の
で
す
。

　

カ
レ
ー
は
、
三
春
ダ
ム
の
堤
体
に
見
立
て

た
ご
飯
と
桜
色
の
皿
を
使
う
こ
と
が
ル
ー
ル

で
、
そ
の
ほ
か
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
や
値
段
は
各
飲

食
店
に
よ
り
異
な
る
そ
う
で
す
。
提
供
し
て

い
る
飲
食
店
は
、
み
は
る
観
光
協
会
（
☎
62-

３
６
９
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

誕生したさくら湖ダムカレー

　

６
月
19
・
20
日
の
２
日
間
、三
春
町
内
で
「
日
本
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
協
会
第
20
回
全
国
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
５

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
in
福
島
・
三
春
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
毎
年
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
産
地
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
リ

メ
ン
バ
ー
ふ
く
し
ま
」
で
し
た
。
福
島
県
で
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

１
日
目
は
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
に
て
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
大
和
田
新
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
生
産
者
な
ど
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
や
原
発
事
故
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
、
現
状
に
立

ち
向
か
い
奮
闘
す
る
「
ふ
く
し
ま
の
今
」
を
発
信
し
ま
し
た
。
式
の
終
わ
り
に
は
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

歌
」
の
披
露
や
会
場
全
体
で
「
花
は
咲
く
」
の
合
唱
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
エ
で
は
関
連
企
業
等
が
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
町
内
の
４
つ
の
摘
み
取
り
農
園
を
見
学
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
積
極
的
に
質
問
を
し
、
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
参
加
者
は
３
０
０
名
、
２
日
目
も
当
初
予
定

し
て
い
た
定
員
を
大
き
く
上
回
る
２
８
０
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

パネルディスカッションのようす

摘み取り農園の見学

　

法
務
省
が
主
唱
し
て
、
毎
年
７
月
を
強
化
月

間
と
し
て
行
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全

で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

三
春
町
で
は
、
強
化
月
間
に
合
せ
、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
の
た
め
の
内
閣
総

理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
７
月
１
日
に

町
長
室
で
行
わ
れ
、
７
月
14
・
15
日
の
両
日
、

三
春
中
学
校
・
岩
江
中
学
校
生
徒
の
登
校
時
に

保
護
司
会
お
よ
び
更
生
保
護
女
性
会
員
な
ど
に

よ
る
「
声
か
け
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中学校での「声かけ運
動」（上）
内閣総理大臣メッセー
ジの伝達式（右）
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育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た

三
春
町
へ
よ
う
こ
そ

三
春
駅
に
ス
テ
カ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

戦
没
者
追
悼
式
・
慰
霊
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
が
新
任
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
16
日
、
三
春
町
戦
没
者
追
悼
式
お
よ
び

戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ー

ル
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
主
催
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式
は
、
初
め
に

戦
没
者
８
３
９
柱
に
対
し
黙
祷
を
行
っ
た
あ

と
、
鈴
木
義
孝
町
長
が
式
辞
を
、
日
下
部
三
枝

町
議
会
議
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

三
春
町
遺
族
会
主
催
に
よ
る
戦
没
者
慰
霊
祭

で
は
、
斎
主
に
よ
る
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
幕
田

勝
寿
町
連
合
遺
族
会
会
長
が
祭
文
を
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
玉
串
拝
礼
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
参
列
者
は
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

戦没者追悼式のようす

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
合
わ
せ
て
町
内
の
小
中
学

校
お
よ
び
田
村
高
校
で
制
作
い
た
だ
い
た
ス
テ

カ
ン
が
三
春
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
町
を
訪
れ
る
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
町
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
田
村
高
校
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
制
作
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
で
展
示
し
て

い
た
も
の
で
す
。

　

各
小
中
学
校
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ

る
ス
テ
カ
ン
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
三

春
駅
を
ご
利
用
の
際
は
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
カ
ン
と
は
、「
捨
て
看
板
」
の
略
で
宣

　

伝
等
を
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
程
度
の
看
板
に
デ

　

ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

三春駅に設置されているステカン

　

６
月
20
日
、
駅
前
健
康
サ
ロ
ン
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
育
児
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
小
梅

の
会
」
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
子
育
て
世
代
を
応
援

す
る
た
め
に
、
町
内
の
方
々
に
不
用
と
な
っ
た
育
児
用
品
の

提
供
を
呼
び
か
け
、
必
要
な
方

に
無
償
で
提
供
す
る
活
動
で
す
。

　

新
し
い
持
ち
主
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
会

員
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
仕
分
け
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
も
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

育児用品リサイクルのようす

仕分けのようす

　

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

矢
浪
忠
良
さ
ん
が
６
月
30
日
で
退
任
さ
れ
、
影

山
福
夫
さ
ん
が
７
月
１
日
か
ら
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

三
春
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
３
名

の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
事
項
（
評
価
額
等
）
に
対
し
不

服
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、
中
立
的
・
専
門
的
な

立
場
か
ら
不
服
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
・
決
定

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
適
正
か
つ
公
平

な
価
格
の
決
定
を
保
証
し
、
固
定
資
産
税
に
お

け
る
課
税
の
公
平
が
図
ら
れ
ま
す
。

選任された影山福夫さん（左）

16



東
北
の
復
興
を
願
っ
て

「
東
北
夢
の
桜
花
街
道
絵
画
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
内
３
地
区
で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

を
見
学
で
き
ま
す

交
通
教
育
専
門
員
に

荒
木
光
一
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た

神
長
武
さ
ん
工
藤
ナ
ツ
ヱ
さ
ん

百
歳
賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

７
月
１
日
付
で
荒
木
光
一
さ
ん
（
山
田
）
に
三
春
町
交

通
教
育
専
門
員
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
教
育
専
門
員
は
、
交
通
安
全
知
識
の
普
及
と
交
通

安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
児
童
生
徒
の
登
校
時
の
街
頭
指
導
や
交
通
安
全
広
報

活
動
な
ど
交
通
安
全
に
関
す

る
活
動
を
幅
広
く
行
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
９
年
か
ら
６
期
18
年
間
努
め
ら
れ
た
神
田
昭
壽
さ

ん
（
上
舞
木
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

新任された荒木さん（右）

退任された神田さん

　

７
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
「
東
北
夢
の

桜
街
道
絵
画
展
」
が
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
ホ
ワ

イ
エ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
北
夢
の
桜
街
道
」
は
、
東
北
地
区
信
用

金
庫
協
会
な
ど
が
東
北
６
県
の
桜
の
名
所
88
箇

所
を
選
定
し
、
東
北
各
県
の
観
光
団
体
等
と
の

連
携
に
よ
る
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
絵
画
展
は
、
三
春
滝
桜
が
88
箇
所
の

桜
の
な
か
で
、
１
番
札
所
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
、
郡
山
信
用
金
庫
三
春

支
店
が
三
春
小
学
校
と
中
郷
小
学
校
に
滝
桜
の

絵
画
協
力
を
い
た
だ
き
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
描

い
た
三
春
滝
桜
の
絵
画
の
展
示
会
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

中郷小学校の絵画展示（上）
三春小学校の絵画展示（右）

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に
な
ら
れ
た

神
長
武
さ
ん
、
工
藤
ナ
ツ
ヱ
さ
ん
の
賀
寿
贈
呈

式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
神
長
さ
ん
は
７
月
21
日
三
春

南
東
北
リ
ハ
ビ
リ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
工
藤

さ
ん
は
７
月
23
日
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぶ

く
ま
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
長
さ
ん
、
工
藤
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り

知
事
賀
寿
と
会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町
か
ら
賀

寿
と
祝
金
、
三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
長
さ
ん
、
工
藤
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
解
消
、
農
村
環
境
の
維
持
・
保
全
を
図
る
た
め
、
町
内
の
３
地
区
で
住
民
共

同
活
動
に
よ
り
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
、
地
域
住
民
の
交
流
と
憩
い
の
場
、
新
し
い
観
光
資
源
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※ 

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は
、
葉
の
色
の
異
な
る
古
代
米
等
を
使
っ
て
、
田
ん
ぼ
に
絵
を
描
く

　

取
り
組
み
で
す
。

鷹巣地区の田んぼアート

斎藤地区の田んぼアート

ファームパークいわえの田んぼアート
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工藤ナツヱさん（上）
神長武さん（右）



主な施設の休館日

延長業務

▼ 図書館（☎ 62-3375）
　8 月 3・5・10・17・24・31 日
▼ 体育施設（☎ 62-6212）
　8 月 3・10・17・24・31 日
▼ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▼ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　8 月 3・10・17・24・31 日
▼ 三春交流館（☎ 62-3837）
　8 月 3・10・17・24・31 日
▼ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日
▼ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　８月 7・12 ～ 18 日
　土・日曜日
▼ 役場・保健センター
　土・日曜日

▼ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　8 月 5・12・19・26 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　8 月 2・9・16・23・30 日
　 午前８時 30 分～ 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▼ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　8 月 15 日（土）・16 日（日）
　 午前 9 時～午後 4 時

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

　〈「福島県民の日」無料開放します〉
　福島県民の日を記念して、次の施設を無料開放します。
◎ 三春町営体育施設（８月９日（日））
　三春町民体育館・三春町営運動場・三春町営野球場・三春町営テニス
コート・三春町営貝山プール・三春町運動公園談話室
▶  問　三春町民体育館　☎ 62-6212
◎ 歴史民俗資料館・人形館（８月 22 日（土））
▶  問　歴史民俗資料館　 ☎ 62-5263

愛姫ソフトボールスポーツ少年団の紹介
　愛姫ソフトボールスポーツ少年団は、常日頃、男子チームの中で頑張って
いる女子団員に女子の仲間を作り、練習の成果を競い合い、試合を楽しみ親
睦を深め、友情の輪を広げ、今後の女子ソフトボールのレベルアップを図る
ことを目的として活動しています。年４回大会に参加し、県大会３位の実績
があるチームです。
　団員は小学１年生から６年生までを対象とし、田村地方全域から集まり楽
しみながら活動しています。皆さんの参加を待っています。

愛姫ソフトボールスポーツ少年団の皆さん
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三春交流館運営協会自主事業

◆ 日　　時　　10 月３日（土）午後５時開演（午後４時 30 分開場）
◆ 入 場  料　　一般：2,500 円（当日 3,000 円）
　　　　　 　　高校生以下：1,000 円（当日 1,500 円）　全席指定
＊チケット購入の際は、みはるカードの満点カード（500 円）を使用できます。

東京大衆歌謡楽団♪懐かしの昭和歌謡を歌う♪
　東京大衆歌謡楽団は、古き
良き昭和初期の流行歌にこだ
わり、中高年の方々から熱烈
な支持を得ています。
　また、インターネットの動
画 サ イ ト「YouTube」 に て 浅
草や上野などの路上ワンマン
ライブを閲覧できます。
　懐かしい昭和歌謡をお楽し
みください。
　チケット好評発売中。お早
めにお買い求めください。



M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 8 月～９月６日のイベント情報 ◆◆◆

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　夏の天体を中心に観察を行います。
▶ 日　時　8 月 14 日（金）、22 日（土）午後８時～ 10 時
　　　　　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円、子ども 100 円

星を見る会

自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

申込み・問い合わせ先　自然観察ステーション ☎ 61-1546

　藍の生葉染め体験を行います。
　（大人向け・親子の参加も可）
▶ 日　時　8 月 23 日（日）午前９時～ 12 時
▶ 場　所　自然観察ステーション
▶ 持参品　エプロン、ゴム手袋
▶ 参加料　材料費実費（1,500 円程度）

草木染め教室

町民トレッキング教室が開催されました
　６月 28 日、雄国沼せせらぎ探勝コースで町民トレッキング教室
を開催しました。
　当日はあいにくの雨天となりましたが、31 名の参加者が４班編
成で雄子沢登山口から雄国沼へ向かいました。
　雄国沼では満開のニッコウキスゲを観賞し、雄国山に登る予定
を変更して、雄子沢登山口へと戻りました。
　参加者からは、「ニッコウキスゲがきれいだった。」「来年もトレッ
キング教室に参加したい。」との感想が寄せられました。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

町民トレッキング教室のようす

5日（土）

5日（水）

2日（水）

30日（日）

30日（日）

三春盆踊り

福島県国語科書写オープン研修会

8月
9日（日）

田村地区中学校英語弁論大会

小野寺ピアノ教室発表会

9月

8月

9月

8月

8月

三春磐州市「花夕市」 

11日（火）
8月

コンセール・デ・プレアデスピアノ発表会

8月
22日（土）

9月
6日（日）

1日（土）

第13回福島明也先生声楽公開レッスン講座修了コンサート

15日（土）～
16日（日）

8月

サウンドオブユニオン第8回定期演奏会

星ゆりこピアノ教室発表会

8月

大町晦日盆踊り

中央児童館子ども夏まつり
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趣
味
・
教
養



〈
自
由
研
究
・
課
題
図
書
コ
ー

ナ
ー
あ
り
ま
す
〉

　

町
民
図
書
館
で
は
毎
年
夏
休
み

の
期
間
（
７･

８
月
）
に
、
自
由
研

究
と
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
の
２
つ
の
特

集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

遊
び
に
宿
題
に
、
夏
休
み
に
は
ぜ

ひ
図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

自由研究コーナー

〈町民図書館☎ 62-3375〉

〈中央児童館☎ 62-8666〉

〈子育て支援センター☎ 62-2748〉

〈保健センター☎ 62-5110〉

図書館・児童館・子育て支援センター・保健センター今月の行事
　図書館・児童館・子育て支援センター・保健センターの今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

8月12・26日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
日曜おはなし会 8月9日（日）

10時30分～11時

乳幼児と保護者、妊婦

幼稚園児と小学生低学年

対　象行　事 日　時 場　所

小・中学生流しそうめん

内　容
館庭で流しそうめんをします。そうめん以外のお
楽しみ食材も流れてきます。
帽子、水筒、タオルを持ってきてください。
参加費200円（申込時に納めてください。）

8月18日（火）
11時集合
申込期限8月5日（水）

中央児童館

子育て支援
センター

就学前の8月生まれの
お子さんと保護者6組

親子遊びを保育士と一緒に楽しみます。
その後、お母さんのための元気が湧いてくる交流会を開きます。
交流会の間、お子さんは遊びを楽しみます。
お子さん、お母さんに困ったことがあれば、個別相談もできます。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
8月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

親子ふれあい教室

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

おはなし「あのね」
の日

8月7日（金）
10時～11時30分

お誕生日のつどい
（要予約）

8月11日（火）
10時45分～11時

8月24日（月）
10時～11時
申込期限8月18日（火）

特になし

就学前のお子さん
とお母さん

内　容

のびのびの日
食育講座（離乳食講座）

8月5日（水）
9時30分～11時

平成27年4月7日
～5月10日生まれ

3歳児

平成26年1月1日
～1月31日生まれ
平成24年5月8日
～6月4日生まれ 母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル・尿

母子手帳・問診票・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・バスタオル・こどもノート

食改さんのおやつやさんは、28日11時～保健センター開放日

平成26年11月1日
～11月30日生まれ

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル・歯
ブラシ（仕上げ用、子ども用）

献血   9時30分～11時00分　　溝端紙工印刷（株）東日本工場
15時00分～17時00分　　葛尾村役場三春出張所8月18日（火）

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

8月18日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

8月20日（木）
13時～13時30分受付
8月19日（水）
13時～13時30分受付

1歳6か月児

8月7・28日（金）
9時～15時30分 特になし

9～10か月児 8月26日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

幽
霊
審
査
員
︵
赤
川
次
郎
︶
／
ミ
ツ
ハ
の

一
族︵
乾
ル
カ
︶／
鬼
忘
島
金
融
捜
査
官・

伊
地
知
耕
介
︵
江
上
剛
︶
／
た
と
え
﹆
世

界
に
背
い
て
も
︵
神
谷
一
心
︶
／
さ
よ
な

ら
﹆
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
︵
窪
美
澄
︶
／
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
！
︵
さ
だ
ま
さ
し
︶

／
若
冲
︵
澤
田
瞳
子
︶
／
八
万
遠
︵
田
牧

大
和
︶
／
月
光
蝶
︵
月
原
渉
︶
／
あ
な
た

が
消
え
た
夜
に
︵
中
村
文
則
︶
／
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
誓
い
︵
中
山
七
里
︶
／
中
島
ハ

ル
コ
の
恋
愛
相
談
室
︵
林
真
理
子
︶
／
劉

邦
上
︵
宮
城
谷
昌
光
︶
／
破
落
戸
︵
諸
田

玲
子
︶
／
３
時
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
︵
柚
木

麻
子
︶／
ス
マ
イ
ル
メ
イ
カ
ー︵
横
関
大
︶

／
祟
り
婿
︵
輪
渡
颯
介
︶
／
二
人
の
親
を

見
送
っ
て
︵
岸
本
葉
子
︶
／
ま
だ
な
に
か

あ
る
︵
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ネ
ス
︶
／
プ
ラ
ダ

を
着
た
悪
魔
リ
ベ
ン
ジ
︵
ロ
ー
レ
ン
・
ワ

イ
ズ
バ
ー
ガ
ー
︶

今月の お すす め 本
死
の
話
を
し
よ
う
／
世
界
の
伝
説
と
不
思

議
の
図
鑑
／
本
当
に
よ
く
わ
か
る
日
本
の

※ 新着コーナーには、８月 6 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
孫
に
語
る
戦
争
／
自
由

研
究
に
ぴ
っ
た
り
！
夏
休
み
の
自
然
観
察

／
か
き
氷
天
然
氷
を
つ
く
る
／
じ
ゃ
ん
け

ん
学
起
源
か
ら
勝
ち
方
・
世
界
の
じ
ゃ
ん

け
ん
ま
で
／
精
霊
の
木
／
石
に
な
っ
た
少

女
沖
縄
・
戦
場
の
子
ど
も
た
ち
の
物
語
／

わ
す
れ
も
の
の
森
／
「
悩
み
部
」
の
結
成

と
﹆
そ
の
結
末
。
／
教
室
の
日
曜
日
／
ウ

ソ
つ
き
と
ス
パ
イ
／
ダ
ヤ
ン
と
う
さ
ぎ
の

赤
ち
ゃ
ん
／
た
び
に
で
た
フ
ァ
ル
ガ
さ
ん

／
た
な
か
ら
ぼ
た
も
ち
／
ふ
し
ぎ
な
と
も

だ
ち
／
「
え
い
っ
」
／
も
り
の
ホ
テ
ル
／

や
さ
い
ぺ
た
ぺ
た
か
く
れ
ん
ぼ

『ガザ 戦争しか知らないこども
たち』清田明宏／著 ポプラ社
　中東のガザ地区の様子を紹介した一冊
です。ガザに住んでいる 6 歳以上の子ど
もは、3 回以上の戦争を経験している、「戦
争しか知らないこどもたち」。日本も 70
年前に経験したように、暮らしのすべてを
奪われ「笑う気力もない」絶望的な状況が
続いています。それでも、再建へ努力する
人々に、一筋の光を見る思いがします。

家
紋
辞
典
／
「
地
方
創
生
」
で
ま
ち
は
活

性
化
す
る
／
失
敗
し
な
い
謝
り
方
／
原
爆

供
養
塔
忘
れ
ら
れ
た
遺
骨
の
70
年
／
三
重

ス
パ
イ
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
監
視
し
た
男

／
は
た
ら
く
数
学
／
Ｎ
ｅ
ｗ
ｔ
ｏ
ｎ
編
集

長
の
実
験
と
工
作
／
認
知
症
を
進
ま
せ
な

い
生
活
と
介
護
／
ま
ず
は
﹆
か
ら
だ
を
整

え
る
／
ご
み
と
日
本
人
／
手
ぬ
い
で
で
き

ち
ゃ
う
！
服
の
お
直
し
／
お
に
ぎ
ら
ず
と

お
に
ぎ
り
の
本
／
野
菜
の
か
ん
た
ん
水
耕

栽
培
／
だ
れ
で
も
サ
サ
ッ
と
か
わ
い
く
描

け
る
！
ボ
ー
ル
ペ
ン
イ
ラ
ス
ト
帳
／
名
刀

と
日
本
人
／
気
の
利
い
た
「
ひ
と
言
」
辞

典
／
仙
厓
無
法
の
禅
／
私
に
は
山
が
あ
る

〈
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
更
新
の

お
知
ら
せ
〉

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ

け
る
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険
者

証
な
ど
は
、
郵
送
で
お
送
り
し
ま

し
た
。
ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
の

更
新
は
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い

た
め
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
お
使
い
い
た

だ
い
た
高
齢
受
給
者
証
・
被
保
険

者
証
な
ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
役
場
窓
口
で
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

『ガザ 戦争しか知らないこども

〈
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ
〉

★ 

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

　
の
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
が
平

　
成
27
年
９
月
末
で
終
了
し
ま
す

　

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方

が
、
申
し
込
み
に
よ
り
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
る

後
納
制
度
が
平
成
27
年
９
月
で
終

了
し
ま
す
。
後
納
納
付
書
を
お
持

ち
の
方
は
忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た

り
、
年
金
の
受
給
権
を
得
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結

果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご

利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご

準
備
の
う
え
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
い
た
だ
く

か
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
せ
願
い
ま
す
。

　

な
お
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度

を
利
用
で
き
る
方
に
は
「
承
認
通

知
書
」
と｢

後
納
納
付
書｣

を
送

付
し
ま
す
。｢

後
納
納
付
書｣

の

期
限
内
に
後
納
保
険
料
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
申
請
さ
れ
た
方

で
納
付
書
の
使
用
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
方
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

★ 「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に

　
し
た
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口

座
番
号
な
ど
個
人
情
報
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
者
や
、「
流
出
し
た

個
人
情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」

と
持
ち
か
け
て
く
る
者
が
現
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
電
話
や

メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
、
お
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
す

る
こ
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
、
手
紙
で
基
礎
年
金

番
号
や
銀
行
の
口
座
番
号
な
ど
を

記
載
し
て
返
送
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合

は
、
次
の
専
用
電
話
窓
口
、
ま
た

は
警
察
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る

の
で
は
？
な
ど
ご
心
配
の
方
は
専

用
電
話
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼ 

問　

　

日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

　

☎
０
１
２
０-

８
１
８-

２
１
１
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〈
平
成
27
年
産
牧
草
・
飼
料

作
物
に
つ
い
て
〉

　

草
地
更
新
（
除
染
）
後
、
未
検

査
の
牧
草
地
、
若
し
く
は
新
た
に

播
種
し
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、

放
射
性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
利

用
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
牛
へ
の
給
与
を
希
望
さ

れ
る
方
は
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、野
草
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
23
日
現
在
の
三
春
町
に
お

け
る
利
用
判
断
状
況
は
次
の
と
お

〈
効
率
的
な
農
業
を
応
援
し
ま

す
〜
農
地
中
間
管
理
事
業
〜
〉

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
内
で

は
「
福
島
県
農
業
振
興
公
社
」）
で

は
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
の
農
地

を
集
約
し
、
規
模
拡
大
を
希
望
す

る
農
家
へ
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

農
地
を
借
り
た
い
方　
借
受
希

望
者
の
公
募
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
第
１
回
目
は
８
月
３
日

か
ら
９
月
４
日
ま
で
実
施
し
ま

〈
個
人
事
業
税
の
納
期
の
お

知
ら
せ
〉

　

県
税
の
個
人
事
業
税
に
つ
い

て
、
第
１
期
の
納
期
限
は
８
月
31

日
（
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
新
た
に
振
替
を
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
、
第
２
期
分
か
ら

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
５
１

広　
告　
欄

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

の
交
換
を
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
栁
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
、（
株
）
三

〈
べ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン

タ
ー
と
三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル

セ
ン
タ
ー
臨
時
休
業
〉

　

ベ
ク
レ
ル
調
べ
る
セ
ン
タ
ー

は
、８
月
13
日
（
木
）・
14
日
（
金
）、

三
春
の
里
ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
８
月
14
日
（
金
）
を
臨
時
休

業
し
ま
す
。

▼ 
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 
☎
62-

２
１
４
７

〈
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
〉

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
ざ

と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
的
確
な

行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
様
々
な
訓
練

を
通
じ
て
、
災
害
の
対
応
策
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
、

地
域
や
事
業
所
等
で
行
わ
れ
る
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

▼ 

問　
郡
山
消
防
本
部
消
防
課

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
３

り
で
す
。

▼ 

永
年
生
牧
草
（
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

　
グ
ラ
ス
、
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ

　
ラ
ス
、
チ
モ
シ
ー
な
ど
）

　

草
地
更
新
（
除
染
）
し
た
農
家

ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

※ 

平
成
24
～
26
年
度
に
利
用
可
能

　

と
な
っ
た
牧
草
地
に
つ
い
て
は
、

　

検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

単
年
生
飼
料
作
物

▽ 

イ
ネ
科
飼
料
作
物（
麦
類
、ヒ
エ
、

　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
な
ど
）

　

青
刈
利
用
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
草

　

利
用
と
も
農
家
ご
と
に
利
用
の
可

　

否
を
判
断
す
る
。

▽ 

イ
ネ
科
長
大
作
物
（
飼
料
用
ト

　

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ

　
ス
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
）

　

農
家
ご
と
に
利
用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

▼ 

問　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
２

　
　
　

 

県
中
農
林
事
務
所 

田
村
農
業
普
及
所

　
　
　

 

☎
62-

３
１
１
３

す
。
所
定
の
書
式
に
記
載
の
う

え
、
役
場
産
業
課
ま
た
は
福
島

県
農
業
振
興
公
社
へ
提
出
く
だ

さ
い
。

▼ 

農
地
を
貸
し
た
い
方　
役
場
産

業
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　

　

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

２
１
１
２

　

福
島
県
農
業
振
興
公
社
集
積
推

進
第
二
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

９
８
４
５

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０
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〈
平
成
27
年
国
勢
調
査
が
始

ま
り
ま
す
〉

　

10
月
１
日
現
在
で
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
紙
の
調
査

票
の
ほ
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
回
答
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
５

広　
告　
欄

〈
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
々

へ
〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
〉

　

現
在
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
を
居
住
地
の
市
町
村
役
場
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
は
る

６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

戦
没
者
の
方
１
人
に
対
し
、
支

　

給
順
位
の
高
い
ご
遺
族
の
方
お

　

１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽ 

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

〈
体
験
講
座
「
縄
文
土
器
を

つ
く
っ
て
み
よ
う
！
」〉

　

資
料
館
で
は
、
体
験
講
座
と
し

て
「
縄
文
土
器
を
つ
く
っ
て
み
よ

う
！
」
を
開
催
し
ま
す
。
実
際
に

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
土
器

を
直
接
見
な
が
ら
、
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
縄
文
時
代
の
人
々
の
丁

寧
で
か
つ
繊
細
な
作
業
が
縄
文
土

器
か
ら
見
て
と
れ
ま
す
。
そ
の
体

〈
８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
で
す
〉

　

国
土
交
通
省
は
、
毎
年
８
月
を

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
、
８

月
10
日
を
「
道
の
日
」
に
制
定
し
、

道
路
の
正
し
い
利
用
や
道
路
愛
護

活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な

存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性

が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
日

常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
、
す
べ
て
の
人
の
大

切
な
財
産
で
す
。

　

道
路
法
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
で

き
る
だ
け
広
く
、
き
れ
い
に
、
安

全
に
、
そ
し
て
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
し
ま
す
。

◆ 

平
成
27
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

　
月
間
」
推
進
標
語

　
「
い
い
出
会
い 

い
い
道
か
ら
の 

贈
り
物
」

▼ 

問　
建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
５

験
を
味
わ
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日　
８
月
22
日
（
土
）・

　

23
日
（
日
）

▽ 

午
前
の
部　
午
前
10
時

▽ 

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分

▼ 

会
場　
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

▼ 

募
集
人
数　
各
10
名

▼ 

参
加
料　
１
５
０
円

▼ 

そ
の
他　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

　

で
、
タ
オ
ル
な
ど
を
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

〈
み
は
る
観
光
協
会
か
ら
体

験
ツ
ア
ー
の
お
知
ら
せ
〉

　
「
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
一
貫

張
り
～
初
級
編
～
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
９
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼ 

定
員　
20
名

▼ 

料
金　
１
人
２
、０
０
０
円

▼ 

申
込
期
限　
８
月
31
日
（
月
）

▼ 

詳
細　
み
は
る
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

　
http://w

w
w

.m
iharukom

a.com
▼ 
申
込
・
問　
み
は
る
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
６
９
０

〈
平
成
27
年
度
夏
季
企
画
展

開
催
中
〉

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
夏
季

企
画
展
と
し
て
福
島
県
立
博
物
館

移
動
展
「
見
る
・
さ
わ
る
世
界
の

化
石
」
を
開
催
中
で
す
。

　

県
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
世
界

の
化
石
標
本
に
基
づ
き
、
生
物
の

歴
史
と
化
石
の
楽
し
さ
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
・
各
時

代
の
代
表
衣
的
な
化
石
に
よ
り
、

生
物
の
進
化
と
多
様
性
、
地
球
の

歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
回

は
、
福
島
県
内
か
ら
産
出
し
た
化

石
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

見
る
だ
け
で
は
な
く
、
化
石
を

手
に
取
っ
て
感
触
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
「
見
て
！
さ
わ
っ

て
！
」
の
展
示
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼ 

開
催
日　
８
月
30
日
（
日
）
ま
で

※ 

休
館
日
は
８
月
３
・
10
・
17
・

　

24
日
の
月
曜
日

▼ 

場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画

　

展
示
室

▼ 

入
館
料　
一
般
・
大
学
生
３
０
０

　

円
、
小
・
中
・
高
校
生
１
５
０
円
な
ど

※ 

８
月
22
日
（
土
）
は
、「
福
島

　

県
民
の
日
」
協
賛
の
た
め
、
無

　

料
と
な
り
ま
す
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

アンモナイトの化石
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　町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

　

北
海
道
の
北
東
洋
上
に
連
な
る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択

捉
島
の
北
方
領
土
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
日
本
人
が
住
み
つ

づ
け
た
島
々
で
す
。
そ
の
北
方
四
島
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
の
昭

和
20
年
８
月
、旧
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
）
が
占
領
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
北

方
領
土
問
題
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
８
月
は
「
北
方
領

土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
」
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
方
領
土
の
返
還
実
現
の
た
め
に
は
、
粘
り
強
い
外
交
交
渉
を
支
え
る
幅

広
い
国
民
世
論
が
重
要
で
す
。
す
そ
野
の
広
い
返
還
運
動
の
取
り
組
み
を
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
若
い
世
代
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
の

広
報
・
啓
発
活
動
の
周
知
や
、
北
方
領
土
問
題
を
啓
発
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
「
エ
リ
カ
ち
ゃ
ん
」
の
動
画
お
よ
び
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
、
ま
た
着

ぐ
る
み
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
若
い
世
代
へ

の
関
心
を
高
め
、
返
還
要
求
運
動
へ
の
参
加
を
促
す
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

問　
内
閣
府
北
方
対
策
本
部
啓
発
係 

☎ 

０
３-

３
５
８
１-

１
５
１
２

● 

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
開
催

　

平
成
28
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
25
年
３
月
以
降
に

大
学
等
を
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
８
月
６
日
（
木
）
① 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
45
分
（
受
付
午
前

９
時
30
分
～
）
／
② 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
受
付
午
後
０
時
30
分
～
）

▼ 

内
容　
① 「
若
者
応
援
宣
言
企
業
」
30
社
に
よ
る
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

／
② 

合
同
就
職
説
明
会
（
県
内
企
業
２
５
０
社
の
人
事
担
当
者
と
の

個
別
面
接
・
求
人
情
報
提
供
等
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職
業
相

談
、
各
機
関
・
各
団
体
に
よ
る
各
種
支
援

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
／
① 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
４
階
／
② 

多
目
的
展
示
ホ
ー
ル
A
・
B
・
C

▼ 

そ
の
他　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週

間
前
ま
で
に
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課 

☎ 

０
２
４-
５
２
９-

５
３
９
６

広　
告　
欄

説
明
会
が
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

立
候
補
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

9
月
に
は
、
三
春
町
の

　
大
切
な
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

三
春
町
長
選
挙

三
春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

9
月
13
日
（
日
）

投
票
日

９
月
8
日
（
火
）

告
示

三
春
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日
時　

８
月
１7
日
（
月
） 

午
後
1
時
30
分

　

場
所　
役
場
３
階
会
議
室

● 

立
候
補
で
き
る
方　
平
成
２
年
９
月
１４
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

三
春
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日
時　

８
月
１7
日
（
月
） 

午
前
10
時

　

場
所　

役
場
３
階
会
議
室

● 

立
候
補
で
き
る
方　
平
成
２
年
９
月
１４
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方
で
、 

平
成

２７
年
６
月
７
日
以
前
か
ら
三
春
町
に
住
民
登

　

録
を
し
て
い
る
方

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
） 

☎ 

62-

２
１
１
１

24

広 告 欄



　

議会９月定例会が開催されます

　９月議会の一般質問は、休日開催として８月 22 日（土）・
23 日（日）の予定です。多数の傍聴をお待ちしています。
※ 詳しい日程などは、開会日前日に新聞折込みでお知
　 らせします。

開会時期（予定） ８月 21 日（金）～９月１日（火）

～ 一般質問を傍聴してみませんか ～

問い合わせ先　議会事務局　☎ 62-8124

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
る
７
月
号
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
、

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

● 

12
ペ
ー
ジ

　
三
春
中
学
校
の
結
果
（
中
体
連
総

合
大
会
１
位
と
３
位
）

▼ 

誤　
１
位
野
球
、男
子
テ
ニ
ス
、

　

女
子
テ
ニ
ス
、
３
位
男
子
剣
道
、

　

女
子
卓
球

▼ 

正　
１
位
野
球
、男
子
テ
ニ
ス
、

　

女
子
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

　

３
位
女
子
卓
球

● 

18
ペ
ー
ジ

　
～
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡
を
歌
う
～

東
京
大
衆
歌
謡
楽
団
（
曜
日
）

▼ 

誤　
10
月
３
日
（
日
）

▼ 

正　
10
月
３
日　
（
土
）

● 

福
島
県
交
通
安
全
運
動
「
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
募
集

　

県
・
県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
身
近
な
安
全
・
安
心
で
あ
る
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、﹃
福
島
県
交
通
安
全
運
動
「
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
」﹄
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

作
品
の
形
式　
自
由

▽ 

現
在
の
ス
ロ
ー
ガ
ン　
思
い
や
り 

人
も
車
も 

自
転
車
も
（
平
成
21
年
～
）

▼ 

応
募
資
格　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た
は
県
内
に
通
勤
・
通
学

　

し
て
い
る
方

▼ 

応
募
期
限　
８
月
31
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

▼ 

申
込
・
問　
〒
９
６
０-

８
６
７
０
福
島
市
杉
妻
町
２-

16

　

 

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
（
福
島
県
生
活
環
境
部
生
活
交
通
課
内
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
５
８

● 

平
成
28
年
度
社
会
福
祉
法
人
田
村
福
祉
会
職
員
募
集

　

平
成
28
年
度
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
職
種
／
採
用
人
員　
介
護
職
員
・
看
護
職
員
各
５
名
程
度
、
生
活

　

相
談
員
、
介
護
支
援
専
門
員
若
干
名
（
平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

▼ 

応
募
資
格　
次
の
①
と
②
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

① 

次
の
条
件
を
満
た
す
方
（
資
格
取
得
見
込
可
）

▽ 

介
護
職
員
／
介
護
福
祉
士
有
資
格
者

▽ 

看
護
職
員
／
准
看
護
師
・
看
護
師
有
資
格
者

▽ 

生
活
相
談
員
／
社
会
福
祉
主
事
・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士

　

い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

▽ 
介
護
支
援
専
門
員
／
介
護
支
援
専
門
員
有
資
格
者

② 

法
人
内
の
各
事
業
所
へ
通
勤
可
能
な
方

▼ 

試
験
日　
10
月
３
日
（
土
）

▼ 

応
募
方
法　
田
村
福
祉
会
各
事
業
所
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
指

　

定
の
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、
９
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
必
要
書
類
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

▼ 

提
出
書
類　
① 

職
員
採
用
試
験
受
験
願
書
（
指
定
様
式
１
）、
② 

自
筆

履
歴
書
（
指
定
様
式
２
）、
③ 
各
資
格
免
許
証
の
写
し
ま
た
は
資
格
取

得
見
込
証
明
書

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
字
六
升
蒔
68
番
地　

社
会
福
祉
法
人
田
村
福
祉
会 

　

本
部
事
務
局 

☎
61-

２
７
６
１

9
月
20
日
（
日
）

投
票
日

９
月
15
日
（
火
）

告
示

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

日
時　

８
月
１8
日
（
火
） 
午
前
9
時

　

場
所　

役
場
３
階
会
議
室

● 

立
候
補
で
き
る
方

　

平
成
７
年
９
月

２１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
三
春
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
の
詳
細
は
広
報
み
は
る
９
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

農
業
委
員
会
の
組
織
・
制
度
改
革
に
つ
い
て
、

　
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
告
示

　

日
よ
り
前
に
改
正
法
が
公
布
さ
れ
る
と
今
回

　
の
選
挙
は
行
わ
ず
に
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

　

ら
町
長
が
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
と
な
り
ま

　

す
。
な
お
、
そ
の
場
合
に
は
経
過
措
置
に

　
よ
り
現
委
員
の
任
期
が
平
成
28
年
３
月
31

　
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

三
春
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

▼ 

問　
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
） 

☎ 

62-

２
１
１
１

25

暮
ら
し

　

平
成
27
年
９
月
30
日
に
任
期
満
了
に
な
る
三
春
町
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。



　

平
成

2
7

年
8

月
１

日
発

行
毎

月
１

日
１

回
発

行
編

集
発

行
／

三
春

町
役

場
総

務
課

企
画

情
報
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用
　ください。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。）

今月のバス運休日：2・9・16・23・30 日

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

25

1

7 86

14 1513

20 21 22

53

9

4

24

10

16

11

1917 18

2

町営バス運休カレンダー（8月）

日 月 火 水 木 金 土

26 2827 2923
30 31

12

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ あいさつは　みんなができる　思いやり（田村涼・三春中学校３年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。8月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶﹆
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

20

26

20

20

25

19

23

18

25

23

19

20

26

20

20

20

20

23

26

20

20

20

20

18

20

26

26

26

20

19

2 

2 

20

20

   1（土）

   4（火）

   5（水）

   7（金）

   9（日）

11（火）

12（水）

14（金）

15（土）

16（日）

18（火）

福島県立博物館移動展「見る・さわる世界の化石」（～8月30日・歴史民俗資料館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

のびのびの日・食育講座（9時30分～11時・子育て支援センター）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

保健センター開放日（9時～15時30分）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

福島県民の日無料開放（三春町営体育施設）

おはなし「あのね」の日（10時45分～11時・子育て支援センター）

行政相談（10時～12時・三春町役場）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

星を見る会（20時～22時・自然観察ステーション）

三春盆踊り（18時～22時・大町おまつり道路）

三春盆踊り（18時～22時・大町おまつり道路）

遊びの広場（10時～11時・子育て支援センター）

流しそうめん（11時集合・中央児童館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

18（火）

19（水）

20（木）

21（金）

22（土）

23（日）

24（月）

25（火）

26（水）

27（木）

28（金）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）　

乳幼児健診・1歳6か月児（13時～13時30分受付・保健センター）　

議会9月定例会（～9月1日予定・三春町役場）

星を見る会(20時～22時・自然観察ステーション)

縄文土器をつくってみよう！（10時/13時30分・歴史民俗資料館）

福島県民の日無料開放（歴史民俗資料館/人形館）

議会9月定例会一般質問（～23日・10時予定・三春町役場）

縄文土器をつくってみよう！（10時/13時30分・歴史民俗資料館）

草木染め教室（9時～12時・自然観察ステーション）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

健康づくりカローリング教室（9時～11時30分・町民体育館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

食改さんのおやつやさん（11時・保健センター）

※平成 26 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】8 月 11 日（火）午前 10 時～ 12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】8 月 11 日（火）午前 10 時～午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】8 月 4・11・18・25 日（火）
　午前 9 時～ 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】8 月 6 日（木）
　午後 1 時～ 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 17,033 人（-28）う
ち男性 8,289 人（-17）・女性 8,744 人（-11）／世帯数 5,545 世

帯（-5）人口・世帯数

8 月 31 日（月）　町県民税 第 2 期　国民健康保険税 第２期　後期高齢者医療保険料 第 1 期　介護保険料 第 2 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 27 年 7 月１日現在（前月比）

○ 平日夜間　田村地方夜間診療所 ☎ 81-2233
※ 事前に電話相談をしてください。
○ 休日夜間　郡山市夜間急病センター ☎ 024-934-5656

8月2日
9日

16日

23日

30日

南東北病院大越診療所
石川医院
まつえ整形外科
（げんじろう調剤薬局）
島貫整形外科
（ふくだや薬局）
まつざき内科胃腸科クリニック
（千寿堂薬局）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（

（

（

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

田村市

大越町
三春町
船引町
船引町
小野町
船引町
常葉町
滝根町

☎79-2121
☎62-2630
☎81-1222
☎81-1555
☎72-2722
☎86-2013
☎77-2870
☎77-3831

）

）

）


